
基幹工学部　電気情報工学科カリキュラムマップ

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 電気電子系

情報通信系

◆フレッシャーズセミナー ◆学科探求セミナー インターンシップ・キャリア工房 ◆ゼミナール ◆卒業研究Ⅰ ◆卒業研究Ⅱ ◆必修科目

電気情報工学の基礎 EIワークショップ 電子物性 電子デバイス 　　　　累進科目

◆電気回路基礎 ◆交流回路 電気回路応用 電機エネルギー変換 電気法規と施設管理

◆電気回路基礎演習  交流回路演習

パワーエレクトロニクス

コンピュータアーキテクチャ ◆電気磁気学 電気磁気学応用

高電圧・放電工学

情報工学の基礎 情報理論 ◆プログラミング言語基礎 プログラミング言語応用

プログラミング言語基礎演習 電力系統技術 電力発生技術

電気計測 ◆電気情報工学実験Ⅰ ◆電気情報工学実験Ⅱ ◆電気情報工学実験Ⅲ ◆電気情報工学実験Ⅳ

電気CAD

プログラミング言語発展

ワイヤレスネットワーク ネットワークデザイン 信号処理 センシング技術

システム解析 情報通信伝送 システム制御

ディジタル回路 アナログ回路 通信機器 音響・画像処理

専門教育科目：◆情報リテラシー ◆データサイエンスとAI入門

ものづくり基礎実習Ⅰ ものづくり基礎実習Ⅱ

カレッジマイスター 物理体感工房Ⅰ 物理体感工房Ⅱ 物理体感工房Ⅲ 物理体感工房Ⅳ

プログラム

教養科目

理数系科目：工学基礎物理　→　　　物理Ⅰ　     ◆工学基礎実験

1学年 2学年

専門科目

専門基礎科目

専
門
科
目

教養科目　　　　言語系科目　　　　理数系科目　　　　環境系科目 社会連携・国際理解科目 専門教育科目

英語系科目：基礎英語Ⅰ　→　基礎英語Ⅱ　→　　◆リーディングスキルⅠ　→　◆リーディングスキルⅡ　

理数系科目：基礎数学Ⅰ　→　基礎数学Ⅱ　→　　数学

3学年 4学年

■電気情報工学科のカリキュラムの特徴
本学科では、工学に関する基礎的な知識と、電気・電子・情報・通

信工学に関する専門的知識、測定装置を使いこなす技術、さらに

は、これらの知識と技術を組み合わせて能動的に発想することが

できる実践的工学力を身に付けるために、教養科目、専門基礎科

目、専門科目をバランスよく配置したカリキュラムを用意していま

す。

◇1学年では、「フレッシャーズセミナー」,を通じて履修方法や大学

生としての学習方法について理解すると共に、共通系科目の履修

を通じて専門科目を理解できる基礎学力と社会人としての教養を

身に付けます。また、「電気情報工学の基礎」，「学科探求セミ

ナー」を通じて4年間の学修の概要を学びます。「電気回路基礎」

および「電気回路基礎演習」を通じて、現象を定量的に理解しよう

とする習慣を身に付けます。

◇2学年では、専門基礎科目を通じて、専門分野を学修するため

の基礎知識、および、現象を定量的に思索する力を身に付けます。

「電気情報工学実験Ⅰ・Ⅱ」や「プログラミング言語基礎演習」によ

り、計測器やプログラミングを使うための技術力を習得します。さ

らに、「電気情報工学実験Ⅰ・Ⅱ」では工学的なレポートの書き方

や、チームワークの意義を理解します。

◇3学年では、専門科目を通じて、各自が志す専門分野の内容に

ついて定量的に現象を説明できるよう研鑽します。また、強電系お

よび弱電系の実験をおこなう「電気情報工学実験Ⅲ・Ⅳ」を通じて

実践的な理解と、安全に対する配慮が習得されます。「ゼミナー

ル」を通じて、卒業研究に必要な基礎的な知識や技術を学修しま

す。

◇4学年では、「卒業研究Ⅰ・Ⅱ」を通じて、企画力、問題解決力、

プレゼンテーション能力、協働力、そして、課題に対して能動的に

取り組む力を身に付けます。また、その内容を卒業論文にまとめ

ることで、大学で学修した知識と技術の総括をおこないます。

◇EＩワークショップでは、1学年の秋学期から研究に取り組み、自

分の興味のある分野の継続的な研鑽を行います。
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基幹工学部機械工学科電気情報工学科環境生命化学科




